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株式会社 イワテック
　代表取締役　岩元 孝一郎氏
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創業の原点

　もともと三菱電機本社で「コーディネーションエ
ンジニア」として、発電所輸出事業に関わっていた
岩元さん。海外の現場で、エンジニアとしてお客様
に説明をしたり、要望に応じて仕様変更の提案を行
うなど、知識・技術、高いコミュニケーション能力
が求められる専門職として活躍していました。

　「先輩方にたくさんチャレンジの機会をいただき、
その経験が自信となって、長崎製作所への転勤後
1989（平成元）年に岩元設計事務所として独立し、
その後1995年にイワテックとしての歩みを始めま
した。」

　長崎市を拠点に、太陽光・地熱・バイオマス
など再生可能エネルギー（再エネ）に関する事
業を展開する株式会社イワテック。発電設備の
設計から施工、機器の調達・メンテナンスまで
手掛け、再エネ由来の“グリーン水素”活用に
挑む、代表取締役 岩元孝一郎さんにお話しを
伺いました。

創業前、クウェートでの火力プラントプロジェクトにて
左から４人目が岩元さん
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再エネの時代へ

　「創業当時、主流は火力発電でしたが、ケニアで
地熱発電所のプロジェクトに携わった際、CO2を排
出せず発電できる、再エネの価値を目の当たりにし
て“世の中は再エネ中心に切り替わっていく必要が
ある”と強く感じたんです。」

　最初に自社で取り組んだのは太陽光発電でした。
そのノウハウを活かして地熱発電、バイオマス発電、
そして水素・燃料電池へと事業を拡大。独自の
EMS（エネルギーマネジメントシステム）を開発
しました。

世界中から最適解を調達

　再エネという新しい分野でイワテックの成長を支
えてきたのは、国籍やメーカーを問わず、優れた機
器や部材を見極めて選び抜くグローバルな調達力で
す。そして世界中から集めた機器を設計・統合し、
最適な形で活用する技術力も大きな強みです。

　地政学リスクを考慮しつつ欧米を中心に調達を行
い、お客様の要望に柔軟に応えながら、コストを抑
えつつ最大限の効果を発揮。コルカタにあるインド
支社は、世界の最先端の動向をキャッチする情報拠
点としても、機能しています。

トラブルは成長の鍵

　「メーカーから一式で購入するのとは違い、個別
に仕入れた機器を組み合わせるため、最初は必ずト
ラブルが発生します。
　それでも地道に仮説と検証を繰り返し、正解のな
い問題に根気強く立ち向かう。そのプロセスにこそ、
膨大な学びが詰まっています。問題を解決できた時
には、言葉で言い表せないほどの喜びがあるんです。

　だから問題が起こっても“失敗”だと決めつけず、
誰かを責めることもありません。お客様に対しても
トラブルを隠さず正直に伝え、チーム全体で解決を
目指します。
　そんな姿勢を社員と共有できていることは、私の
大きな誇りであり、イワテックの底力だと感じま
す。」
　岩元さんの“エンジニア魂”は、社員一人ひとり
の中で着実に育まれています。

水素実証プラント

　再エネ事業を進めるなかで、その電力を無駄なく
活用・蓄える手段として、早期から「エネルギーキャ
リア」としての「水素」に着目し、研究開発を続け
てきたイワテック。
　10年ほど前から準備を進め、2021年に長崎市琴
海形上町で自社“再エネ水素実証プラント”の運転
を開始しました。

　これまでに培った経験と技術をすべて注ぎ込み、
再エネ（太陽光発電）による“グリーン水素”生成
に挑戦。数々のトラブルを乗り越えながら、純度
99.999％（ファイブナイン）という高純度グリー
ン水素の生成に成功しました。
　貯蔵・運搬することで、エネルギーを自給自足で
きるサプライチェーンの構築を目指しています。

長崎市琴海形上町の水素実証プラント太陽光の発電に応じた量の水素を生成

鹿児島県霧島市にある、イワテック第一温泉発電所
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グリーン水素の供給を開始

　そして今年７月、イワテックはトヨタ自動車九州
株式会社へのグリーン水素供給を開始。

　「長年の研究と自社での実証実験を積み重ね、水
素供給に必要な資格取得や安全管理をクリアしまし
た。
　この契約を通じて得られる経験や信頼は、今後の
水素事業の戦略の、大きな基盤になると確信してい
ます。」

　「2026年度からは大企業を中心に、CO2排出量の
管理が法的な義務へと変わっていきます。再エネや
水素に関心を持つ企業からの視察の依頼が増えてい
て、社会全体の意識が大きく変わり始めているのを
肌で感じますね。」と岩元さんは話します。

地域における再エネと水素

　「長崎県は離島が多く、エネルギーの確保や災害
時の電力供給が課題となっています。

　従来の蓄電池だと、電力の長期保存や運搬が難し
かったのですが、太陽光や風力などで発電した電力
を水素に変換できれば、非常時に備えて保存したり、
運搬することも可能となります。災害時や離島・へ

株式会社 イワテック
https://www.iwatec.co.jp/

［所在地］〒850-0045
	 長崎県長崎市宝町７番５号　第２イワテックビル
［ＴＥＬ］095-843-6448
［ＦＡＸ］095-843-6447
［E-mail］info@iwatec.co.jp
［従業員］43人（2025年９月現在）
［事業内容］�水素・燃料電池事業、EMS事業、地熱発電事業、

バイオマス発電事業、O&M事業、海外事業展開	

き地での“命を支える電力”として、大きな可能性
を秘めているんです。

　また昨年、鹿児島県にある関連会社が運営する菌
床しいたけ工場では、再エネ100％で稼働する自家
消費システムをイワテックが導入し、運用を始めま
した。
　こうした仕組みは、農業や陸上養殖などの漁業、
さらには工業や商業施設にも応用でき、地域産業全
体の課題解決につながると思っています。」

未知への挑戦

　「再エネやグリーン水素は、まだ未知の領域が多
い分野です。だからこそ挑む価値がある。社員たち
は日々新しい課題に目を輝かせながら取り組んでい
て、その姿が私自身の前進の力になっています。

　GX（グリーントランスフォーメーション）の機
運が高まる今こそ、私たちが積み上げてきた技術と
知恵を社会に還元し、持続可能な未来を実現する責
任を果たすときです。

　創業から37年。ようやく本当のスタートライン
に立った手応えがあります。
　正解のない道のりですが、次世代が安心して暮ら
せる環境を目指して、世界中の仲間と力を合わせて、
イワテックは挑戦を続けます。」

先輩も後輩も挑戦を力に
互いの知恵を重ね課題に立ち向かう

外国籍の社員４名が活躍
水素チームの共通言語は英語
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ナガサキ地域未来投資促進ファンド助成事業ナガサキ地域未来投資促進ファンド助成事業
支援事例 Pick Up 当財団で行っている助成事業を活用した取組事例を紹介します

　自動車内装部品製造の企業で構造設計や金型生産で重要となる温度管
理技術を得意としている。今回の事業は、平戸市及び福岡酸素株式会社
と協働で廃棄生ごみである「魚のアラ」を原料としたアミノ酸液肥製造
による実証実験（循環農法を軸としたサーキュラーエコノミーとカーボ
ンニュートラルの実現）に取り組んだことがきっかけとなっている。
　およそ２年間の研究期間で約23トンの魚のアラを回収し、約4.83ト
ンのCO2削減を達成し、液肥製造量66.8㎥を達成した。また液肥の成
分分析を行い、普通液肥登録を完了したうえで、市内の農業高校等の協
力のもと圃場での実証試験も行っている。さらに液肥プラント（日本ゼ
ウス工業株式会社が開発した「あぜりあ」）のコストダウンに取り組み、
改良設計のうえ原材料費のコストカットを実現し、液肥プラントの量産
化に目途を立てることに成功している。
　得意な技術を新しい取り組みに活かす同社の活躍に今後も注目したい。

KTX株式会社
テーマ：液肥製造設備の開発と液肥回収のビジネスモデルの構築

代表者の声
　補助金を活用した商品化研究により、これまで焼却処分していた魚
のアラからアミノ酸液肥を製造することに成功した。併せて液肥製造
装置のシステム改良設計を行い、製造コストの低減を実現できた。液
肥の効果については、近隣の農家、農業法人、農業高校の協力を得て
実証試験を行い、成長の違いを実感いただいている。
　取り組みの実績から多くの問い合わせをいただいているため、今後
は販売に向けての量産化体制を確立させ、循環型社会の発展に貢献し
ていきたい。

代表者：代表取締役　野田　太一
所在地：愛知県江南市安良町地蔵51番地
　　　　（県内事業所：平戸市田平町古梶免11-11）
ＵＲＬ：https://www.ktx.co.jp/

利用した
助成事業

商品化研究・
開発支援事業

有機土壌活性液製造装置「あぜりあ」
100Kg タイプ

元肥にアミノ酸液肥を
使用したじゃがいも

　自動車用ハーネス精密コネクタ金型の設計・製作を得意とする企業で
ある。
　テストラングとは、人工呼吸器を患者が入浴などで一時的に外す際に
接続する医療器具で、衛生面で課題があり、肺炎の一因とされてきた。
　今回の研究は、これらの課題を解決するため長崎都市経営戦略推進会
議、長崎総合科学大学及び双日九州株式会社と共に、水分等（細菌、ウ
イルス）の入り込みを防止するフィルターを一体化した新たな人工肺の
開発に取り組んだものである。
　研究の中で製品機能を考慮した3D製品モデルを製作し、3Dプリン
ターから起こした仮製品で製品の整合性を確認して、試作金型の作成を
行い、試行錯誤を繰り返した。大学及び医療機関での試験用サンプルを
作成し、試験結果が良好だったことから、大学は論文作成とともに特許
を出願し、テストラング新案構造による特許を取得している。
　現在、同社は病院等での試供品を作成する予定であり、順調に進めば
量産化に移行する見込みとなっており、今後益々の活躍を期待したい。

株式会社 山下金型
テーマ：呼吸器内科医監修：新型人工肺（テストラング）開発用の金型製作

代表者の声
　今回の研究開発は、長年培った当社の精密加工技術を生かした、長
崎県発信の金型作りからのモノ作りを目標として産学官金の４者での
研究開発と成りました。４者個々の領域の強み、対応力を集結して短
期間で成果を得ることが出来ました。本開発製品により問題となって
いる感染事例が減少する一助になればと願っております。

代表者：代表取締役社長　山下　浩一
所在地：静岡県袋井市広岡3276-2
　　　　（県内事業所：西海市西彼町喰場郷1686-3）
ＵＲＬ：https://y-mold.co.jp/

利用した
助成事業

商品化研究・
開発支援事業

テストラング試作品の金型

テストラング新型（今回の開発品）

旧型

本助成事業は毎年１月～３月に募集します。� （お問い合わせ）研究開発支援室　電話：0957-52-1138
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長崎県プロフェッショナル人材戦略拠点事業
　当財団では、内閣府事業であるプロフェッショナル人材事業を受託し、長崎県拠点としてプロフェッショ
ナル人材とのマッチングのサポートを行っています。
　民間人材ビジネス事業者/無料職業紹介事業者や、金融機関、都市部大企業と連携しながら、地域企業の
新事業への展開や新たな販路開拓などの「攻めの経営」への転換を促し、その実践に必要な「プロフェッショ
ナル人材」と長崎県内企業の皆様とのマッチングをサポートします。

●プロフェッショナル人材とは
　新たな商品・サービスの開発、その販売の開拓や個々のサービスの生産性向上などの具体的な取り組みを
通じて、企業の成長戦略を具現化していく人材で、受入企業がプロフェッショナルとして中途採用で求める
人材をいいます。
　中途採用に限らず「提携大企業からの出向」や「都市部大企業にお勤めの方の副業・兼業」など、フルタ
イムの正社員にこだわらない多様な形態でプロフェッショナル人材の活用が可能です。

●長崎拠点の成約傾向
　拠点開設以来、多くの県内企業様からプロフェッショナル人材活用に関するご相談をいただき、９年間で
289件のご成約をいただいています。成約になった案件の統計情報を分析したところ、受入企業の業種では
「製造業、卸売業･小売業、サービス業」の比率が高く、プロ人材入社時の役職は、おおよそ半数の方々が「係
長以上」の役職で入社されています。

受入企業の業種 入社時の役職

●プロ拠点利用のステップ
　「攻めの経営」への転換促進、プロ人材ニーズを掘り起こし、その採用をサポートします。

プロ拠点担当者
によるヒアリング
（経営課題・求人
ニーズの明確化）

飛躍的成長
の実現

民間人材ビジネス
事業者にて求める
プロ人材を特定
→紹介

面接
＆
採用

プロ人材の
活躍

費用について
　プロ拠点の活用については、費用はかかりません。ただし、民間人材ビジネス事業者を活用して人材を採用した際は、その
成約に基づく紹介手数料や利用料について、当該事業者への支払いが発生する場合があります。

（お問い合わせ）長崎県プロフェッショナル人材戦略拠点　　　電話：0957-53-8920

財団事業
Information 「攻めの経営」への転換を目指す企業様へ“プロ人材”活用のすすめ
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関東エリアでの直売所の新規出店を計画
候補地探しに副業でプロ人材を活用

ぐりーん・ねっとわーくジャパン 株式会社
本　　社：南島原市北有馬町戊2465-1
事業内容：農産物･加工品委託販売､ 組合員の農畜産業に係る共同利用施設の設置･作業の共同化 他

＜課題＞
　立ち上げから50年。島原で育てられた新鮮で
安全な農作物を、九州各県の生協や諫早市の直
売所で販売。今後、より多くの方にお届けする
ために関東エリアでの直売所の出店を計画。
　候補エリアを神奈川県に絞ったものの、具体
的な候補地を探すことが課題だった。

＜結果＞
　フルタイムの正社員ではなく、週１日程度稼働
の副業契約でプロ人材と契約。３ヶ月で10箇所ほ
どの候補地の提案があり、周辺地域の住民の属性
情報など出展計画の参考となる具体的なマーケ
ティング情報などがかなりのボリュームで盛り込
まれており、期待していた以上の情報が得られた。

代表の近藤さん

（企業担当者コメント）� 代表取締役社長　近藤　一海さん
　島原の農業を守っていくためにも、生産した農作物をよ
り多く販売するルートを開拓していく必要があるため、直
売所の新規開設を計画しました。関東エリアは、人口の減
少率が低いため商圏としては魅力的ですが土地勘がありま
せん。現地視察に何度も訪れ、藤沢市から八王子市のエリ
アが直売所の空白地帯であることまでは、自分で調べるこ
とができました。
　エリアを神奈川県に絞り、候補地を探す段階で、土地勘
のある方に魅力的な立地候補地がどの程度あるのかをマー
ケティングしてもらうため、副業・兼業でのプロ人材の活
用を考え、プロ拠点に相談しました。
　33名の方にご応募いただき、その中の４名の方と面接。

最終的に、神奈川県在住の大手通信事業者にお勤めの30代の
方と契約しました。
　契約から３ヶ月間で10か所ほどの候補地が提案され、物件
情報だけでなく周辺地域の住民には工場労働者が多いなどの属
性も含めて、マーケティング情報としてかなりのボリュームで、
期待していた以上のものだったため驚きました。
　３ヶ月でかかったコストは20万円。専門コンサル業者に依
頼するよりも遥かに低コストで良質な情報をいただけたのでは
ないかと考えています。
　実は当社では他にも副業・兼業でのプロジェクトが進行して
います。正社員が採用しにくい昨今、このような新しい活用方
法を積極的に取り入れていくことで、攻めの姿勢の経営を図り
たいと考えています。

目標は「３年間で売上を６倍」
生産性の向上と新工場稼働のために生産管理部長を採用

五島の椿 株式会社
本　　社：五島市中央町1-17
事業内容：椿由来原料の研究開発､ 化粧品企画開発･製造､ 食品規格･販売､ 農地生産･管理（椿山）

＜課題＞
　吉永小百合さんのコマーシャル等で知名度が向
上し、売上規模は年100％以上の成長を遂げてい
る。会社の規模が大きくなるにつれて管理人材の
必要性を痛感。３年後に新工場を稼働させる計画
があり、工場責任者として製造全体をマネジメン
トできる人材が求められた。

＜結果＞
　完成した商品の検査段階で、エラー品として
除外する品質の判断が社員個人の主観任せだっ
たが、限界見本を作成することで判断基準が明
確化。エラー品が10分の１となり、歩留まり率
が向上した。化粧品GMP(ISO22716)の取得に向
けての取り組みも始まっている。

プロ拠点活用事例

正社員採用

プロ拠点活用事例

副 業 契 約

代表の谷川さん

（企業担当者コメント）
� 代表取締役　谷川　富隆さん
　会社の規模が大きくなるにつれ、専門的な管理
人材の必要性を痛感していました。また、会社全
体の目標である「３年後の売上を現在の６倍」を
達成するには社員の技術力や生産性の向上が必要
です。また、新工場を稼働させる計画もあったた
め、化粧品業界で豊富な品質管理経験を持つプロ
人材を拠点経由で募集しました。
　今田氏の入社後、様々な取り組みを行っていた
だき、品位管理体制の改善による歩留まり率の向
上等の成果が出ています。今後さらなる活躍を期
待します。

（プロ人材のコメント）� 生産管理部長　今田　英一さん
　転職前は主に、化粧品製造の企業で研究開発や品質管理等を経験し、
工場長も任せていただきました。化粧品関係では約30年の経験があり、
年齢のことも考えてセカンドライフも視野に入れた転職活動を行ってい
ました。趣味の釣りが楽しめる五島の魅力と、会社が設立から間もなく、
自分の経験を活かせるのではないかと思い転職しました。
　入社後は製造部門の社内体制強化を優先的に取り組みました。商品検
査では判断基準を明確化することでエラー品を10分の１に削減できた
ことは一つの事例です。
　五島での生活はとても気に入っています。将来的には海沿いの古民家
をリノベーションして住めればと考えています。
　今後の目標は、化粧品GMPの取得を目指しています。簡単ではあり
ませんが、工場の皆さんと一緒に取り組んで行きたいと考えています。
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　当財団では、令和７年11月５日（水）に「長崎県海洋産業推進セミナー」を開催いたします。
　本セミナーには、洋上風力発電における基礎構造物製作（着床式・浮体式）の分野で実績を有する日鉄エンジ
ニアリング㈱、カナデビア㈱、日揮㈱の各社を登壇者としてお招きし、基礎構造物製作に必要となる要素技術や
最新の取組についてご説明いただく予定です。
　洋上風力のトップランナーから直接、今後の計画や企業に期待されることを確認できる貴重な機会となります。
加えて、基礎構造物製作にとどまらず、今後は二次部材、電気関係、輸送、さらに現地工事や据付といった幅広
い分野での仕事の創出も見込まれています。
　本セミナーにおいては、名刺交換会も開催予定ですので、県内企業の皆さまが洋上風力発電関連産業への理解
を一層深め、新たなビジネスチャンスにつなげていただければと考えております。
※�詳細は、財団HP「よかネット長崎」の「当機関からのお知らせ」か、検索：長崎県海洋産業推進セミナーで
ご確認ください。

（お問い合わせ）　取引振興課　電話：095-820-8860

県内で頑張る中小企業の皆様に役立つ情報を
お知らせします。

当財団が実施する事業やセミナー等の情報は、こちらでご案内しています よかネット長崎 検 索

「令和７年度長崎県海洋産業推進セミナー」を開催します
　日時：令和７年11月５日（水）13：00～ 17：00
　会場：サンプリエール長崎（長崎市）

1
topictopic

1

株式会社ウイズ・ワン

　システム開発、AIソリューションを行う「株式会社ウイズ・ワン（代表取
締役社長：井手 浩太、本社：東京都中央区）」が長崎市に新拠点「ウイズ・
ワン Nagasaki Hub」の開設を決定し、5月16日に県、同市と立地協定を締
結しました。Nagasaki Hubは7月1日に開所しており、5年間で37名の雇用
を計画しています。

立地企業のご紹介
topictopic

2

アイサンテクノロジー株式会社

　自動運転関連システム等の開発を手がける「アイサンテクノロジー株式
会社（代表取締役社長：加藤 淳、本社：愛知県名古屋市）」が、長崎市に
新拠点「アイサンテクノロジー 長崎DXラボ」の開設を決定し、4月14日
に県、同市と立地協定を締結しました。長崎DXラボは、8月1日に開所し
ており、5年間で13名の雇用を計画しています。
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　県内企業と県外の発注企業との取引拡大を目的に、「ビジネスマッチングフェアin佐世保」を開催しました。
今回も九州地区を中心に関東・関西・中国地方の25社（新規７社含む）
の発注企業と県内企業61社が参加し、成約に向けて県内企業側は自社の
得意とする技術などのPRを行いながら活発な商談が行われました。そ
のうち過去最高の19社の発注企業が翌日に県内企業の工場見学を行うな
ど、発注企業側の関心度の高さが窺えました。
　財団におきましては、フェア終了後も発注企業との連絡を継続し、成
約に向けて県内企業をサポートしてまいります。
　次回のビジネスマッチングフェアは令和８年２月に長崎市内で開催予
定です。

topictopic
3

「ビジネスマッチングフェアin佐世保」を開催しました！
　日時：令和７年８月７日（木）13:00 ～ 17:30
　会場：ホテルフラッグス九十九島（佐世保市）

　「中小企業テクノフェアin九州2025」では「オール九州モノづくり技術紹
介コーナー」に長崎県コーナーとして出展し、県内企業３社（㈱大野社九
州工場、㈲岸川製作所、㈲プラス銘板工業）の製品・技術を紹介しました。
来場者は３日間で17,023人と盛況でした。
　また、同会場で行われた商談会「製造技術マッチングフェア」には、県
内企業21社が参加し、新規取引の開拓に取り組みました。
　今後も各種商談会や展示会への出展支援を継続し、県内企業の取引拡大
を積極的にサポートしてまいります。商談会や展示会の出展はホームペー
ジで随時参加者を募集しますのでご参加ください。

「中小企業テクノフェアin九州2025」および
「製造技術マッチングフェア」に参加しました！
　日時：令和７年７月２日（水）～４日（金）
　会場：西日本総合展示場新館・本館（北九州市）topictopic

5

　新エネルギーとして、市場拡大が期待される
水素関連産業への県内企業参入を促進するセミ
ナーを、７月10日（木）長崎市のサンプリエー
ル長崎にて、長崎県工業技術センターと共同で
開催しました。基調講演として昨年６月に長崎
県と連携協定を結んだ株式会社ブラザー工業の
安井基博氏から、低コスト供給方法としての「水
素柱上パイプライン」等水素社会に向けた技術
の紹介を行っていただき、また地元長崎の株式
会社イワテック鶴丸将太朗氏から、「水素エネ
ルギーの地産地消」と題して、より魅力的な事
業で街づくりに貢献したいと講演がありまし
た。その後のパネルディスカッションでは、講
演者に加え、九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所の松本広重教授から、水素エネルギーの魅
力や問題点などの発表を頂き、本県における水素社会実現に向けた活発な意見交換が行われました。
　また会場には水素エネルギーに興味を持たれている企業の皆様にも多数参加頂き盛況のもと閉会となりました。
今後も、水素エネルギーに関するセミナーを引き続き計画しておりますので皆様のご参加をお待ちしております。

令和７年度 新エネルギー産業等プロジェクト促進事業
成長産業セミナー「水素エネルギーの技術動向セミナー」を開催しました！
　日時：令和７年７月10日（木）14：00～ 16：00
　会場：サンプリエール長崎（長崎市）topictopic

4

九州大学九州大学
　松本広重教授　松本広重教授

イワテックイワテック
　鶴丸将太朗氏　鶴丸将太朗氏

ブラザー工業ブラザー工業
　安井基博氏　安井基博氏
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〒857-1162 長崎県佐世保市卸本町 3-1モアビル２F
TEL （0956）37-8139
FAX （0956）37-8149

〒852-8145
長崎市昭和１丁目6-28 201
TEL・FAX （095）865-7980

https://www.tatujin.co.jp/ 〒852-8137 長崎県長崎市若葉町16番11号ブライト住吉５F

ジャパントランスネット協同組合員（全国ネット）

本社　長崎市田中町 1027-22

長崎受付センター　☎（095）838-2525
0120-382626

室内移動から全国発送まで

ピアノ・金庫・OA機器・精密機器

「思い」をのせて…

http://www.shiozuka.jp/Carry&Career
We Carry valuable article and memories.

大切なピアノ買取致します。

携帯でもOK!携帯でもOK!

当社は三菱電機グループの一員として、高
周波・光デバイスの組立・検査工程の技術
開発及び製造を行っています。自動組立、
高速検査などの生産技術を駆使した新製品
の開発、高品質なものづくりを通して、世界
の通信インフラの発展に貢献しています。

メルコアドバンストデバイス株式会社

〒859-0133 長崎県諫早市高来町東平原970
TEL：0957-32-5677 FAX：0957-32-5195

ADMADM ADMADM
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長崎駅前電停より徒歩 1分。

〒850-0874 長崎市魚の町6番6号
TEL.095-826-0211 FAX.095-825-0538
https://seibunsha.jp
Instagram：@seibunsha_print

長崎の街とともに70余年。

情報に「伝える喜び」を。
活版からオフセットへ、アナログからデジタルへ、そして次のプラスへ。
正文社印刷所はこれからも「伝える喜び」を創造して参ります。

SEIBUNSHA HP

正文社印刷所有限
会社

クレインハーバー長崎ビル有料駐車場
24時間営業コインパーキング

長崎自動車道長崎 IC・ながさき出島道路から約 1 分。
出島資料館まで徒歩 5 分、長崎県美術館まで徒歩２分。
水辺の森公園、長崎出島ワーフなどをご利用の際にも、
とても便利です

［所在地］長崎市出島町１番 41 号（クレインハーバー長崎ビル１階）

〇昼間料金（7 時～ 19 時）　30 分／ 150 円
　【平日限定】最大料金 1,000 円

※ 7 時～ 9 時までの間に入庫の最大 20 台まで
※ 土曜、日曜、祝日を除く

〇夜間料金（19 時～ 7 時）　30 分／ 80 円



98,500円 57,490円 41,010円

県共済の （自動車事故費用共済）まごころ共済まごころ共済
任意保険等に関係なく、すべて契約者である「あなた」にお支払いします

特徴① 自動車事故のいざというとき契約車両の搭乗者
はもちろん相手方のケガと死亡も補償！

特徴② （相手への）賠償の共済ではありません。自賠責・任
意保険とは別に示談に関係なくお支払いします。

特徴③ 契約車両による事故の共済金はあなたにお支払
いします。事故の解決にお役立てください。

■共済掛金

10,000円①自家用乗用車

車　種（プレート色） 年掛掛金 月掛掛金

補　償　内　容

白 1,000円
5,500円②自家用軽乗用車 黄 550円
17,500円③自家用普通貨物車（2ｔ超） 白 1,750円
14,500円④自家用普通貨物車（2ｔ以下）白 1,450円
10,000円⑤自家用小型貨物車 白 1,000円
5,500円⑥自家用軽貨物車 黄 550円

すべての共済金は、共済契約者にお支払いします。
負傷者（被害者）が

契約者側の場合

死 亡 共 済 金 300万円

12～300万円 12～300万円

合計 300万円

入院日額 4,500円
通院日額 2,250円

30万円

相手側の場合

事故の日から180日以内に死亡さ
れたとき
（１事故につき）

365日（事故より１年間）
または３００万円限度

後遺障害共済金

入通院共済金

入通院臨時費用共済金
対物担保特約

（障害級別による）

（１事故につき）

（１事故につき）

共済契約者の経済的負担を補うため

契約者側にも過失のある場合
死亡臨時費用共済金（一時金
として支給）

契約者側にも過失のある場合
（３日以上の通院または入院
で、一時金として支給）

算定された額
を限度として
実費を支給

までの
実費を支給

合計 300万円

30,000円

他人の財物を破損・汚損・減失さ
せ、その損害額が２万円以上と
なったとき（１共済期間内に１回）30,000円

左記の日額より

までの
実費を支給

（１人あたり）

１事故につき入院、通院合わせて１日最高18,000円

※共済金は、１事故の総合計300万円が限度です。（特約を除く）

（R７.８時点）
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